
　　

今と未来のインタビュー
時代の立役者と
　　　　未来を担う若者

笠
か さ い

井 里
り え

恵
1958 年生まれ。

パッチワークやガーデニング鑑

賞、食べることが趣味。

甘いものや、お肉が好きで、時

間があるときに色々なお店を探

して食べ歩きをしている。

笠井さんは釧路市のご出身で、学
生時代を札幌市で過ごし、専門学
校を卒業後、釧路市に就職しまし
た。その後結婚を機に一度東京都
に移住をしましたが、ご主人の実
家である笠井旅館の店主がご高齢
となり、存続することが難しくなっ
ていることを知り、旅館を無くし
たくないという気持ちで猿払村に
移住されたそうです。「もちろん
今まで旅館の経営をしたことがな
かったので、分からないことが多
く、周りの皆さんに助けていただ
く毎日でした。特に宿泊していた
だいたお客様からのご要望やご意
見はとても貴重で、参考にさせて
いただいておりました」と当時を
振り返ります。

そんな笠井さんの村の好きなとこ
ろは、食べ物が美味しいところ、

生産者の顔が見えるところ、自然
豊かなところだそうです。山が好
きで、猿払村に移住してから、山
菜などをとおして山の恵みを直に
感じることが多くなり、好きになっ
たとのこと。また、人の温かさは
移住した当時から感じていて、「猿
払村の方々は、色々な人を受け入
れてくれると感じました」と語り
ます。今後村に改善してほしいと
ころは、もっと環境保全に力をい
れて、今ある大切な自然を守って
いってほしいと教えてくれました。

最後に猿払村の未来を担う若者へ
向けて、「自分のふるさとである猿
払村が魅力のある村だということ
を忘れずに、一つの視点に囚われ
るのではなく、色々な視点をもっ
て頑張ってほしいです」とエール
を送りました。

一つの視点に囚われず、色々な視点をもって
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拓心中学校３年生。

絵を描くこととものづくり

が好きで、ものづくりでは

今までにニードルフェルト

や本棚、レジンアクセサリー

などを作ったことがある。

髙屋敷さんは中学２年生のころか
ら文化部の部長を務めています。
今まで積極的に人に話しかけるよ
うなタイプではなかった髙屋敷さ
んですが、部長として円滑に活動
を進めるために、人との接し方に
気を付け、自分から積極的に話し
かけるように努力したそうです。
そんな髙屋敷さんに１年生の頃の
自分と比べて成長したことをお聞
きすると、「文化部の部長を務める
ことをとおして、コミュニケーショ
ン能力が成長したと思います」と
教えてくれました。

髙屋敷さんが今学校生活で一番力
を入れていることは、中学校生活
最後の学校祭とのこと。合唱や合
奏の練習を日々頑張っており、今
までも学校のイベントに力を入れ
てきたそうですが、最後の学校祭

は「今までで一番楽しむ学校祭に
したいです」と楽しそうに話して
くれました。

髙屋敷さんは小学６年生の頃に友
達が描いている絵を見て、自分も
好きなキャラクターを自分で描け
るようになりたいと思ったことを
きっかけに、絵を描く練習をし、
絵を描くことをどんどん好きに
なっていたそうです。将来は好き
な絵を描くことを仕事にしたく、
イラストレーターを目指している
そうです。

最後に将来の自分に向けて、『諦
めずに絵を描く練習をたくさんし
て、イラストレーターになって欲
しいです』とエールを送りました。

絵を描く練習を頑張って将来はイラストレーターに
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友情と学習の結びつき

　私は小学生の３年生から６年

生を対象に英語を教えていま

す。各学校によってスタイルが

異なり、教えることも変わりま

すが、ほとんどの学校で行って

いるのが、発音と単語の練習で

す。その授業では、単語を視覚

的にも理解するために、単語を

表す画像を使った選択問題を出

題しています。例えば「garden」

という単語に、あえて砂漠のイ

メージがあるドバイの庭園の画

像を使うなど、学びがある画像

や楽しめる画像を選び、海外へ

の興味を持ってもらえたらいい

なと思っています。

　授業外では、子どもたちから

声をかけてくれて、よく一緒に

遊んでいます。サッカーやバス

ケ、バドミントンなど運動をす

ることが多いです。日本に来る

前はあまり運動をしていなかっ

たし、運動音痴でした。子ども

たちと鬼ごっこをすることもあ

り、最初のころは「鬼をやって」

と言われることが多く、すぐに

疲れていましたが、回数を重ね

るうちに、慣れてきたのか足が

速くなったのか、最近では、子

どもたちから「鬼をやって」と

言われることが少なくなりまし

た。遊びをとおして子どもたち

と打ち解け、日ごろの授業で発

言しやすい関係性を作っていき

たいと思います。

　今後は、身体を動かしながら

英語を学べるゲームを考えたい

です。

ALT
外国語指導助手（ALT）

キム

遊びを取り入れながらの授業

　先月、富良野と美瑛に行って

きました。四季彩の丘、青い池、

ファーム富田、ひまわり畑など、

有名な観光地を周りましたが、

どれも写真よりも本当にきれい

でした。一番面白かった思い出

は、熱気球の体験でした。熱気

球が地面からゆっくり少しずつ

浮き上がっていくとともに、青

空に映える中富良野の街が少し

ずつ見えてきて、風に吹かれな

がら眺めていると、とても気持

ちよくて心が癒されます。途中

で風が強くなって揺れる感覚も

面白かったです。体験時間が約

15分だけでしたが、楽しくて大

満足でした。４年前に大阪のＵ

ＳＪに行ったとき、一番気に入っ

たのがハリーポッターの空を飛

ぶアトラクションだったことを

思い出し、やはり空を飛ぶこと

が好きなんだなと改めて思いま

した。次はもう少しスリル系の

パラグライダーとパラセーリン

グにも挑戦したいです。

　夜には中富良野の花火大会を

見に行きました。花火と一緒に

音楽も流れていて、感動が倍に

なりました。音楽と一緒に花火

を見たのは初めてです。青春の

思い出が、音楽と光と一緒に高

鳴った胸に次々とよみがえり、

火の花が秘めた想いや期待を夜

空に運んでくれるような、最高

な花火大会でした！見ているう

ちに、目がうるうるしてしまい

ました。思い出いっぱいの旅と

なりました。

北海道の空を飛んできました！

国際交流員（CIR）

ジュエン

CIR
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熱気球を持ち上げました！




